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しなければ解決できない問題はいまだに山積 されています｡そこで､本人会では ｢先端医療の発展 と実
における実験動物の役割､ならびに適正に動物実験を行うための条件等を中心として動物実験の今後の




今後動物実験を用いることで大きな発展が期待 される ｢再生医療｣､および動物実験 を適正に実施する
ために必要な ｢動物実験計画書の審査｣について公開シンポジウムを開催 し､学会員のみならず広 く市
民の骨様 とともに考えたいと思います｡ また､生活習慣病である ｢糖尿病｣ と ｢高脂血症/動脈硬化｣､
今後必要性が増大する ｢ブタ｣を用いた研究､宇宙環境等への適応や高気圧酸素療法に関連 した ｢気圧｣
についての研究､適正な動物実験を実施するために重要な ｢麻酔｣ と ｢労働安全衛生｣､さらに､社会
に正 しく動物実験を理解 していただくための ｢軸外の取 り組み｣などに-)いてのシンポジウムを企画 し










大会長 倉 林 議
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I.テ ー マ ｢先端医療の発展と実験動物 一実験動物福祉に即した適正な動物実験-｣
2.会 期 平成18年5月11日(木)へ13日(土)
































6.大会参加費 事前登録 : 会員 10,000円､非会員 12,000円､学生 4,000円
当日登録 : 会員 12,000円､非会員 14,000円､学生 6,000円








































オーガナイザー ● 黒揮 努
動物実験と労働安全衛生
(日本実験動物学会 ･日本実験動物技術者協会 ･日本実験動物環境研究会 共催)
オーガナイザー 佐加良英治 ･大和田 一雄
脂質代謝異常と動脈硬化の病態モデル､その病態と医学研究への応用
オーガナイザー 塩見 雅志
【パネル展示】
実験動物バイオリソースの現状と今後の課題
オーガナイザー 芹川 忠夫
【ワークショップ】
詳細は､後目掲載いたします｡
【ランチョンセミナー】
会期中にランチョンセミナーを希望される方は､学会事務局までご連絡ください｡
